
可
制
小
設
容
十占/、

て
間
ゆ
。
或
時
京
へ
赴
ん
と
て
武
減
野

E
通
け
る
陀
、

一
人
の
山
伏

陀
逢
ム
o
共
も
の
‘
御
一
民
は
連
歌
を
す
け
る
や
と
問
ム
。
共
通
り
と

答
け
れ
ば
、此
所
に
連
歌
の
合
あ
り
.
E
友
た
へ
と
て
伴
ひ
行
吉
ぬ
。

行
宮
て
見
れ
ば
‘
一
台
の
席
花
山
伏
多
く
あ
つ
ま
り
居
て
、
何

E
吟
築

せ
り
。

各
付
信
ぴ
ぬ
る
よ
し
に
て
、

あ
の
御
房
付
て
見
ら
れ
よ
と
い

ム
。
前
何
を
と
へ
ば
、

弓
の
設
は
に
し
き
た
り
け
り

鋭
戦
間
て
取
あ
へ
守
、

日
月
の
紅
葉
を
わ
け
て
入
さ
山

と
付
け
れ
ば
、防
呼
と
感
吟
し、
忽
ち
共
所
在
主
失
す
。
只
酬
剛
一
位
な
る

原
野
に
相
側
坐
す
と
い
ム
。
余
抑
制
ら
く
。
此
何
俊
逸
誠
に
川
柳
助
あ
り
と
.

島
も
へ
る
故
.
か
う
ゃ
う
の
附
合
主
踏
り
仰
る
も
の
か
。

一
、
水
野
隼
人
正
飢
心

K
つ
宮
公
儀
御
沙
汰

卒
保
+
年
八
月
廿
七
日

隼
人

E
弟

水
野
卯
之
助

隼
人
E
伯
父

7k 
!J!f-

宮

内

同
氏
州
中
吠
正
儀
、
於
殿
中
致
飢
心
、
毛
利
主
水
へ
手
成
負
せ
候
に
付
、

城
地
被
召
上
候
。
然
共
家
筋
を
被
思
召
故
、
筒
名
跡
卯
之
助
七
千
石

被
下
之
候
。
且
叉
宮
内
儀
は
只
今
迄
の
内
分
二
千
依
主
、
地
方
に
て

究
永
五
年
戊
予
の
友
三
宅
備
前
守
領
地
会
州
問
原
仮
赤
初
根
村
の

浦
へ
誤
舶
有
之
、
京
都
へ
誌
池
一の
趣
如
左
。

小
紡
一
般
流
寄

候
。
赤
羽
川
根
村
よ
り
早
巡
校
選
仕
候
民
付
、
則
見
分
の
者
義
治
途

吟
味
候
所
、
的
中
に
人
は
衆
不
巾
白
紙
航
。

て
結
長
さ
一
丈
二
尺
‘
般
は
胴
陀
て
凹
尺
、
舶
に
て
一
尺
八
寸
、

ハ
月
甘
三
日
午
刻
私
領
内

赤
羽
m
挟
村
の
礁
で

微
に
て
こ
尺
八
寸
。

一
、
紅
の
外
自
段
、
か
さ
よ
り
上
赤
訟
と
相
見
え
候
。

て
か
き
の
外
は
め
板
、
大
さ
三
寸
程
の
釘
貰
之
紋
板
に
て
路
、

友
お
に
十
一
充
釘
陀
打
付
有
之
倣
。

一
‘
舶
の
肢
と
か
き
の
間
陀
玉
総
二
筋
‘
黒
海
有
之
供
。
此
二
筋

の
間
に
、
三
角
に
小
宮
穴
悶
方
に
各
じ
有
之
候
。

て

般
の
内
締
底
よ
り
高
さ
二
尺
五

4
宥
之
、
内
館
腹
一
尺
五
寸

船
底
を
九
に
仕
切
、
船
腹
よ
り
上
一
尺
、
か
き
の
内
板
陀
て
張
.

雨
方
K
六
つ
宛
仕
切
、
箱
の
如
く
K
仕
付
遊
有
之
と
相
見
え
候
。

一
.
舵
も
鮒
伎
と
相
見
え
、
舵
の
す
れ
跡
有
之
候。

一
怜
も
然
之
。
早
緒
と
稲
見
え
、
棋
倒
の
毛
の
桜
在
る
物
忙
て

長
さ
二
尺
じ
八
寸
の
組
有
之
候
。

可

制

蹴

d
税
容
十
ナ、

O 
八

二
千
石
被
下
候
旨
。

水
野
隼
人
正
儀
致
飢
心、

毛
利
主
水
へ
乎
庇
負
せ
般
に
付
、
秋
元

伊
賀
守
へ
被
召
部
候
得
共
‘
主
水
手
続
も
致
平
怒
、
共
上
松
平
長

門
守
内
存
相
趨
候ロ
m
d
b
有
之
、
努
御
頭
御
菟
被
成
候
。
卯
之
助
方
へ

引
取
.
A
Z
度
押
込
置
可
申
候
。

出刷
、
先
づ
巣
鴨
の
屋
鮒
に
可
能
有
候
。
泊
て
御
沙
汰
可
清
之
候
。

水
野
卯
之
助
岡
山
内
共
屋
到
の

右
能
付
の
通
御
老
中
御
渡
。

秋
一
冗
伊
賀
守

水
野
傍
人
正
儀
致
飢
心
、
毛
利
主
水
へ
乎
疲
負
せ
候
K
付
.
北ハ元

へ
被
召
預
候
併
共
、
主
水
手
艇
も
致
平
癒
.
共
上
松
千
長
門
町
寸
内

存
料
建
候
ロ
m
も
士
官
之
故
.
御
相
出
御
菟
被
成
、
同
名
卯
之
助
方
へ
引

取
、
急
度
抑
込
世
可
申
旨
被
仰
山
候
。
布
の
段
水
野
卯
之
助
へ
も

相
建
候
。

図
初
以
来
御
定
制
、於
殿
中
打
物
を
以
て
傷
入
者
は
、縦
蛾
乱
心
共
者

の
名
跡
断
絶
し
、
相
手
に
仕
候
4
4
は
北
別
儀
に
不
被
及
品
一
山
の
よ
し
。

然
K
此
度
毛
利
の
本
家
よ
り
願
の
趣
有
之
‘
旦
叉
御
外
戚
の
筋
目
有

之
に
付
、
努
名
川
剛
被
命
と
云
。

一
、
参
州
赤
羽
村
へ
果
関
結
漂
苅
の
注
進

ゐ

て
帆
も
立
候
と
紺
見
え
供
。
受
制
も
有
之
、
帆
佐
は
無
之
供
。

一
.
結
中
陀
桃
賀
ほ
ど
の
大
さ
な
る
m
H
二
つ
、
叫
酬
の
類
と
相
見
え

候
得
共
、
潮
か
ゐ
り
候
故
か
金
色
と
く
と
縦
見
分
候
。

m
M
の
形
は

と
っ
ぱ
い
な
ど
A
可
申
桜
花
相
見
え
候
。
金
箔
に
て
雲
形
箆
の
模

紋
有
之
。
共
上
に
扇
子
の
袈
ほ
ど
成
る
鋲
ひ
た
と
打
有
之
候
。

一
、
第
な
ど
成
る
籾
吉
竹
一
尺
許
K
有
之
.
共
先
へ
庇
金

K
て
能

或
は
雲
形
共
外
透
し
有
之
。
金
物
納
凶
本
。

一
、
身
三
寸
ほ
ど
の
長
刀
一
一
張
、
柄
は
樫
に
て
一
尺
除
な
ど
も
可

一
鉢
さ
ぴ
候

τ有
之
候
。

有
之
や
と
相
見
え
、

一
寸
飴
の
斧
一
挺
、
柄
は
樫
に
て
長
さ
三
寸
ほ
ど
有
之
候
。

一
、
錠
鎖
三
通
り
形
小
さ
く
手
際
能
く
相
見
え
候
。

一
、
総
子
紗
綾
の
切
十
九
、
脇
三
寸
長
さ
一
尺
三
寸
有
之
。
何
れ

も
血
相
怠
る
物
と
は
相
見
え
不
申
白候。

一
、
唐
金
一
寸
二
・
三
分
凶
方
の
守
合
の
総
な
る
物
の
内
広
、米
を

線
入
候
絞
K
相
見
え
巾
物
有
之
候
。

一
、
竹
か
は
ど
一
つ
、
長
さ
六
寸
ほ
ど
絞
三
寸
凶
五
分
前
さ
五
寸

ほ
ど
。
外
は
い
が
き
友
ど
の
桜
花
組
候
て
、
内
は
網
代
組
。
右
の
か

は
ど
の
部
品
.
あ
と
か
す
の
部
品
.
か
は
ど
の
叫
内
政
友
ど
h
A

相
見
え
候
。

O 
丸




